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（b）試験魚

　　　コイ　平均体重　52．4g

　　　　　　平均体長　10．8㎝

　　　　　　平均脂質含量　3．5％＊

　　　＊　E，G．BI　i　gh　and　W．」．Dye∫，Oan．」．Bi　ochem．Physi　o1．，翌，911

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1959）

（c）　外部消毒及び順・化

　（1）　外部消毒

　　　　止水状態で10ppm塩酸ク口口テトラサイクリン水溶液で24

　　　　時間薬浴を行った。

　（2）　願　　化

　　　　25℃X　14　日間

（d）溶解法

　　　こ1（b）に同じ

（e）試験温度

　　　25　±　1　℃

（f）水槽・中の溶存酸素量

　　　図一18及び19参照

（9）水槽濃度

　　設定理由

　　　精度よく定量できる濃度は、約20ppb（図一ろ参照）である。

　　　魚分析時の前処理操作にむいて魚体重50g・最終液量50叫

　　　（分取比5）及び回収率85％と見込み、さらに第2濃度区

　　　の魚に50倍以上濃縮したとき十分に分析できる濃度として

　　　第2濃度区の水槽濃度を5ppbと設・定した。

　　　第1濃度区は第2濃度区の10倍に設定した。

（一計算式）　第2濃度区の水槽濃度は

20

30　　　85
一×一×　50150　　100

・≠ろppb　になる

．設定値（単位ppb・W／V）

1　供試物質

悌1濃度区1 30

　　　　　モ第2濃’度区i 3

実測値

　表一1 濃縮倍率を求めるための平均濃度（単位ppb　W／V）

←一　　　i
I　　　　　　　　l
i第1濃度区i

2一一W！3W4．里1
26．1　　　25．2 24．7　　　 24．5

1　　　　　　　l
！第2濃度区i　2．67 2．51 255 2501
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52．2　分析条件

　（a）　使用分析機器及び条件

　　　　装　　　置　　ガスクロマトグラフ型一日本電子20K

　　　　カ　ラ　ム　　　1n％シリコンXE－60／クロモヌルブW

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，AW－PMG8

　　　　　　　　　　　1m×2mmφ　ガラス

　　　　カラム温度　　150℃

　　　　キャリアガス　　　N2

　　　検　出　器　　EGD

（b）標・準溶液の調製法

　　　供試物・質α1・gを精秤し、ベンゼンに溶解後全量を100m1

　　　に定容して1000p画m（W／V）標準溶液を調製する。

　　　これを更にベンゼンで希釈して所定濃度の標準溶液を調製

　　　した。これを水分析と同様の方法によリモノク・ルアセチ

　　　ル化を行った後、50mlに定害して所定濃度の標準溶液を

　　　調製した。

（c）分析試料の前処理

（1）　魚体

一
1水　　層

1水　　層i
ロ　　　　　　　　　　　　　　ル

憶

1試　験　魚i
1

　　　ホ
　　　1・体重，．体長測定
　　　キ
　　　に雛トリウム，。、

　　　　
　　　1←1N一硫酸100ml
　　　i・蒸留（100mlを捕集）
　　　1

t抽出液i

－
　　　1

　　　1
　　　－　　　1　　　←塩化ナトリウム　60g

　　　←塩酸　1m1

　　　蹟y50r・・回

　　　一！ベンゼン屠i
L－r一・　…
　　　キ
　　　トろ過

　　　い濃縮定容　ろOml
　　　l
　　　P分取　10ml
　　　l←a25N－i水酸化ナトリウム溶液　15ml

　　　1←ろ％無水モノクロル酢酸含有ベンゼン溶液　10ml
　　　i
　　　一振とう
　　　｝

1ベンゼン層1
一　　．4　　　1
　　　1・水洗（ベンゼン飽和水ろOml　X2回）
　　　｝
　　　いろ過
　　　1
　　　・定容　50m1（ベンゼン）
　　　ラ　　　ロ

諏一　＿＿　　・　　　　　　　　　レ



（2）試験本

麻験水1

－
塵

モ

巴．竺過

1　　　　　第1濃度区
L採水　　　　50ml
i←塩化ナトリウム159
i

l←塩酸　　　　　0・2ml
l←ベンゼン　　30m1
！
1・振とう
モ

ヨ

｝

いろ遺

旨濃縮
…

第2灘区
　50コ皿1

　1509
　　1．O　m1

50m1 pX2回

　　　　　　　　　・イー0．25N一水酸化ナトリウム溶液　↑5m1

　　　　　　　　　！←5％無水モノク・ル酢酸含有ペソゼン溶液

　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　隔振とう
　　ヨ　　　　　　　い　
　　l　　　　　l
一心一』 @　　7　　　一『’一匹
隊　周　1ベンゼン層
＋一　　一一7一一一一」
　　　　　　　　　I
　　　　　　　　　l・水洗（ベンゼン飽和水50m1×2回）
　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　i・ろ過

　　　　　　　　　　・定容　50ml（ベンゼン）

　　　　　　　＿』．＿＝！．1．1．＿■一

　　　　　　　1ゆ・試糧
　　　　　　　1一一　　　　　　　　II

　試験結果

1　供試魚の状態

　　外観観察結果：正常

10皿1

4、2　濃縮度試験の結果

　　　　表一2　供試物質の濃縮倍率

！
t
「
！

W5W2 4　　W　　　6　W

：

1　　　　　”1
1第1濃度区l
　　　　　　l　96
1　　　　1

ヒ　　　　　　　　　　　　ド

　10　　112
i　l1　95　　1　　94
←一一一一
　　　　‡
　（12）1（18）
（11）1（18）

　　　　主

8
0

9
”
a　　　　　　コ

l　　i（22）
1第2濃度区i
i　　　　i（25）
L＿一＿＿＿＿1

　　　　　ロ
l　　　ll　4．8以下　1
　　　　　ユ　　　　　サ
i（94）i
　　　　　彗

　　参考値：（）で表示

なむ試験結果の表示について濃縮倍率と定量精度の関係は次の通りである。

i魚体中巌（p喝　　濃縮倍率
　　　　　　　　　」つ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

！　　　　　　’l
　l第1区　49以上i
　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

　　　　　　　　　　ド
　1第2区48　以上i
　l　　　　　　　　　　　l
　l　　　　　　　　　　　　　　　　｛

計算方法（ppb）

　　　　　i
　　　　　t
精度よ’く定量l

　　　　　i　　120
できる範囲　1

C

一×100　　E

　　A
D
×　F

　　　　　1

参騨範囲戸20～伽

！

ヨ　　　　　　　　　　　　　　　ヨ

1第1区4，9～巳49i
さ　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1第2区48～4．8　1

　　　　　i
棟出限界の　l

　　　　　l　　120
範囲　　　1
　　　　　｝
　　　　　L一

；

1第1区α49以下
l　　　　　　　　　　　　C
l第2区4・8　以下　　而百

　　　D×

　E　×　F

B

A．精度よく定量できる濃度

B．検出限界の濃度（S／N＝2）

C．回収率：850％

D．魚体重：509

＝20　ppb（図一5参照）

　　2　ppb（図一5参照）

E．最終液量　：　50ml

F．分取比　：　5

以　　上




